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32億7,094万9千円�
39億2,920万円�

16億9,552万3千円�
25億9,543万3千円�

340万1千円�
398万7千円�

�
19億9,969万円�

279億9,918万3千円�

平成14
年度� 福祉と健康施策を堅持� 　平成14年度当初予算が、このほど開かれた3月定例

市議会で可決されました。市税の減収など厳しい行財政

環境の中で、財源確保に努め財政健全化を図りながら、

現行の福祉水準を後退させることなく、市民生活の安心

と安全を基本とした健康都市づくりの実現に向け、積極

的にまちづくり施策を盛り込んだ予算となりました。。�

　平成14年度の財政見通しは、歳入面で市
税収入が5年連続して減収する見込みのほか、
利子割交付金や地方交付税の減収も加わり、
かつてない非常に厳しい状況にあります。こ
のため、国府支出金や市債などの財源確保
や基金の活用を図るとともに、事業の洗い直
しや経費節減を図るなど、財政の健全化を図
りつつ、現行の福祉水準を後退させることなく、
市民生活の安心と安全を基本とした健康都
市づくりに向け、積極的に取り組んだところです。�
　少子・高齢化対策、雨水浸水対策、生活環
境の整備とまちの活性化対策に意を払うとと
もに、本年が市制施行30周年にあたることから、
市民と協働で記念事業を実施するほか、現
下の厳しい雇用情勢から緊急雇用対策事業
をも積極的に織り込んだところです。�
　極めて限られた財源の中で、市民みんなの
笑顔が輝く健康都市づくりに向け、着実な諸
施策の推進を期す予算編成ができたと考え
ています。�
�

市民生活の安心・安全が基本�

2002年（平成14年）4月1日　（5）�（4）　2002年（平成14年）4月1日� 広報� 広報�

●・・新規事業�

市民税　2,706,400　18.7%�
固定資産税　2,736,800　18.9%�
軽自動車税　42,300　0.3%�
たばこ税　255,200　1.7%　�
都市計画税　554,300　3.8%�
特別土地保有税　1,000　0.0%

府支出金　635,347　4.4%

地方交付税　3,250,000　22.4%

国庫支出金　1,148,638　7.9%

市債　606,000　4.2%

地方譲与税　103,000　0.7%�
利子割交付金　126,000　0.9%�
特別地方消費税交付金　1　0.0%�
自動車取得税交付金　83,000　0.6%�
交通安全対策特別交付金　12,000　0.1%�
その他　607,483　4.2%

議会費　253,635　1.7%

総務費　1,896,767　13.1%

民生費　4,452,591　30.7%

衛生費　1,683,041　11.6%

労働費　107,111　0.7% 農林水産業費　81,110　0.6%
商工費　128,398　0.9%

土木費　1,716,191　11.8%

消防費　749,038　5.2%

教育費　1,589,318　11.0%

公債費　1,827,730　12.6%

諸支出金　6,070　0.0%
予備費　10,000　0.1%

単位:千円�

平成14年度一般会計�
歳入歳出予算構成図�

歳出�
14,501,000

歳入�
14,501,000

市税�
6,296,000
43.4%

繰入金　946,531 6.5%

地方消費税交付金　420,000　2.9%

地方特例交付金　267,000　1.8%

1,310円� 総務費�
健康づくり、交通安全対
策・女性政策、市民会館・
コミセンの運営費、選
挙などに�

1,160円� 衛生費�

市民の健康・予防、ごみ
の収集処理などに�

1,180円� 土木費�

雨水・道路・公園などの
整備管理などに�

520円� 消防費�

消防業務、救急業務な
どに�

1,260円� 公債費�

長期の借入金である市債の返済に�

400円� その他�

議会費、商工費、農林水産業費、諸
支出金など�

1,100円� 教育費�

心の教育の推進、児童
生徒の教育環境の向上、
図書館等の運営に�

3,070円� 民生費�

高齢者・心身障害者・児
童の福祉増進、生活保
護などに�

暮らしに安全・安心のあふれるまちづくり暮らしに安全・安心のあふれるまちづくり�快適な環境とやすらぎのあるまちづくり快適な環境とやすらぎのあるまちづくり�
■環境保全○環境政策事業費７３６万円●５万３千市
民の５３０（ごみゼロ）チャレンジ会議の設置●ごみ減量
出前講座の開催●エコホームプランの策定○スズメ
バチ・桜樹害虫駆除○太陽光発電・太陽熱利用シス
テム設置啓発ちらしの作成○環境基本計画及び環境
基本計画保全目標の進行管理○ごみ減量推進協力
店の認定○「エコライフ向日」の発行○リサイクル「ひ
まわり市」の開催○生ごみ堆肥化容器購入費補助○
水質・大気汚染調査分析委託■資源循環○乙訓環
境衛生組合負担金６億７，１００万円○ごみ等・し尿収集
業務委託３億５，１０７万円●天然ガス塵芥車の購入８２
０万円●蛍光灯（管）の分別収集○ごみ減量化の推
進○ごみ収集及び省資源分別収集業務委託○粗大
ごみ処理手数料取扱業務委託○不法投棄対策環境
標識の作成○その他プラスチックの収集■住宅・住環
境○都市計画事務・調査費２４６万円●都市計画マス
タープラン決定の広報紙作成○まちづくり調査研究■
公園・緑地●債務負担行為勝山公園用地取得事業
限度額１億５００万円○公園整備工事３００万円○公園
遊具の整備１４０万円○緑化活動バックアップ事業○
特別公園美化事業６００万円�
�
�

にぎわいと活力にあふれたまちづくりにぎわいと活力にあふれたまちづくり�
■農業○農業振興事業補助１５８万円（むこう愛菜市
の開催（月４回，２か所）１５万円）○市民健康農園の設
置（５か所）１７３万円○市民いも掘り園業務委託１５万
円○景観形成作物（コスモス等）栽培委託１５０万円
○水田農業経営確立対策事業６６６万円○土地改良
事業費４２０万円■商業・サービス●商業振興ビジョン
策定業務委託５００万円○向日市商工会補助金５９５
万円○経済講演会の開催１３万円○経営診断業務
委託○金融対策費７，５６１万円■観光・交流産業●
向日市観光協会の設立１５０万円○ふるさと産品推進
事業補助２７万円○西ノ岡散策道（竹の径）整備（継続）
５００万円○向日市まつり助成費３５０万円●市制施行
当時の展示等■拠点地区●北部地域まちづくり調査
委託１，０００万円■道路○道路新設改良費６，４６４万
円○道路用地取得費１億９５６万円●法定外公共物
国有財産譲与申請業務委託５００万円○道路バリアフ
リー化整備工事８００万円○市道路等維持補修工事２,
０００万円○交通安全対策工事１,２００万円○街路整
備事業費７５万円■情報・通信○住民情報システム費

１億２，４５４万円○ＩＴ
推進事業費３，９１３万
円（財務会計、給与シ
ステム等の整備）○（債
務負担行為）住民基
本台帳ネットワーク整
備事業限度額２，３００
万円○戸籍住民基本
台帳費７２３万円●住
民票コード（世帯ごと）
の通知�

健 康 で 笑 顔 に あ ふ れ た ま ち づ く り健 康 で 笑 顔 に あ ふ れ た ま ち づ く り �

■健康づくりにチャレンジ�
　毎年５月の最終水曜日に世界中で実施さ
れている「チャレンジデー」に参加し、同規
模の自治体と１５分間継続してスポーツや
運動の『住民の参加率（％）』を競い合うこ
とにより、市民の健康づくり意識と連帯感
の高揚を図ります。�
■市民企画事業の調査�
　市民から募集した事業アイデア（「（仮称）
長岡京のドラマ化」）の事業化に向け、調査
等を行います。�
■記念式典�
　市制施行３０周年を祝うため、記念式典を
開催し、市の発展に尽くされた市民を表彰
するとともに、「市民健康づくりの日」を制
定します。�
■「市民健康づくりの日」の制定�
　１０月１日を「市民健康づくりの日」と定め
ます。�
■施設の無料開放�
　市制３０周年と「市民健康づくりの日」を
広く周知し、市民にも実感してもらうため、
毎年、１０月１日に公共施設を無料開放します。
（１４年度は１０月１日、５日、６日の３日間とし
ます。）�

主な30周年事業�

生きがいを持って心豊かに暮らせるまちづくり生きがいを持って心豊かに暮らせるまちづくり�
■健康づくり●健康づくり・介護予防施設調査１２０万
円■医療○地域医療対策費２，２３７万円●肝炎ウイ
ルス検査の実施1,0７６万円○母子保健事業費２，２０９
万円○乳幼児医療費７，８８１万円○国民健康保険事
業費３億１，３６９万円■地域福祉●広報健康福祉特
集号(年２回）発行４０
万円○社会福祉協議
会費４，２６６万円■高齢
者福祉●向日市老人
保健福祉計画及び介
護保険事業計画の見
直し４５０万円●成年後
見制度事業２７万円○在宅介護支援センター業務委
託２,２３０万円○在宅高齢者介護者見舞金支給事業１,
１,３２０万円○老人保健医療費２億７３５万円○特別養
護老人ホーム用地取得費７，７２５万円○介護保険事
業特別会計繰出金２億３，６００万円■児童、母子・父
子福祉○母子福祉対策費９１４万円○児童手当１億７，
３１０万円●児童扶養手当５，２８０万円●保育所建替
えに係る基本計画・実施設計測量・地質調査業務委
託１，７００万円●子育てサポート事業２００万円●児童
虐待防止パンフレット４０万円○民間保育所運営補助
事業費１億６，０２６万円■障害者福祉○身体障害者
措置費９，５１５万円●聴覚障害者通信用携帯電話（Ｅ
メールの利用）６万円●身体障害者竹とんぼホームヘ
ルパー派遣事業１５２万円●手話通訳要約筆記研修
補助３万円○知的障害者生活支援事業６,２５４万円
●精神障害者ホームヘルパー派遣事業委託５４万円
●ポニーの学校の移設■勤労者福祉等○勤労者住
宅資金融資費１億円○生活保護費５億２，０００万円�

■生涯学習の推進●家庭教育学級の開催２１万円
●生涯学習相談窓口の設置２５万円●何でもパフォー
マンス補助５０万円■就学前教育○幼稚園就園奨励
費８，８３５万円■学校教育○小・中学校の管理運営費
２億8,996万円○学校給食管理費小学校４，３８６万円
●マーチングバンド用楽器購入１８０万円●向陽小学
校創立１３０周年記念事業補助２０万円■男女共同参
画●小学１年向け男女共同参画啓発冊子１７万円■
人権・平和○人権擁護の啓発２５万円○向日市民平
和と人権のつどいの開催３７万円●市制施行３０周年
記念平和ビデオ集の作成■市民文化・文化財●むこう・
まちづく
り 探 検
調 査 委
託４００
万 円 ●
文 化 団
体連絡協議会の創設７万円●まちの親善大使の創設
８０万円○市民会館施設改修工事１，１６０万円●長岡
京跡保全整備基本構想策定業務委託３１６万円●長
岡京跡出土遺物整理業務委託６００万円●寺戸大塚
古墳クリーンアップ事業委託４００万円●（仮称）朝堂
院公園整備工事３００万円●長岡京跡閤門地区史跡
用地購入５，００３万円●むこうまちウォークマップの制作
５万円●寺戸区有文書調査報告書の作成１１０万円
■スポーツ○市民体育館管理運営費３，７４３万円○市
民温水プール管理運営費１億３３万円●全国中学校
体育大会費３８６万円■コミュニティ○IT講習会の開
催１００万円■国際交流○西湖マラソンへの市民参加
１１８万円�

■防災●防災資材保管庫の整備１６０万円●防災マ
ップ改訂版の作成４０万円○消防防災フェアの開催８
０万円○非常用備蓄物資の購入７５万円■治水○石
田川１号雨水幹線築造工事等(継続）６億６，８６０万円
○小規模河川・排水路の改修等８００万円■消防・救
急○乙訓消防組合負担金７億５２８万円●消防団員
活動服の購入２５４万円■上水道●水道料金収納個
所の拡大準備１５０万円●京都市との緊急時用連絡
管布設工事負担金１，９８０万円●鉛給水管数量実態
調査委託４００
万円●水道事
業会計助成費
５，０００万円■
下水道○桂川
右岸流域下水
道維持管理負
担金２億８，７７０
万円○一般会計からの繰出金１１億３，１００万円■交
通安全・防犯○街路灯新設工事１８０万円○放置・撤
去自転車返還・保管業務委託１８１万円○駅前自転車
整理業務委託８８５万円○地域安全隊業務委託１０２
万円■消費生活○消費生活相談６３万円■市民参
画●市制施行３０周年記念事業費７９８万円●市民活
動ことはじめ講座の開催２０万円●深田川リメイク委員
会運営負担１００万円●インターネット動画の配信●世
代別広報の発行●市勢要覧の作成○無料法律相談
（月３回）１０８万円●例規集のデータベース化●新財
政健全化計画の策定●市の台所出前講座の開催●
ペイオフ解禁対策○議会だより１５０万円●エコオフィ
スの推進（庁舎分煙化）７８万円�

出張保育�出張保育�

（仮称）朝堂院公園整備�（仮称）朝堂院公園整備�

恒例となったフリーマーケット「リサイクルひまわり市」�恒例となったフリーマーケット「リサイクルひまわり市」�
西ノ岡散策道（竹の径）�西ノ岡散策道（竹の径）�
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